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月
と
し
て
は
記
録
的
な
大
雪
に
兄
舞
わ
れ
、市
民
生
活
へ
の
深

刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
市
で
は
、
‘月
二
十
三
日
に
八

十
六
年
以
来
十
五
年
ぶ
り
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、市
役
所

職
員
に
よ
る
除
雪
隊
を
編
制
、防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、五
所
川
原
市
消
防
団
（
小
笠原
長
生
団
長
）
や
五
所
川

原
東
高
校
（
小
関
尭
校
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
委
1
1会
な
ど
が
、
一
人

暮
ら
し
の
老
人
世
帯
や
災
害
弱
者
の
家
庭
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な

ど
の
除
帝
熱ホ
ラ
ンテ
ィ
ア
を
行
い
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
0
 

五所川原市消防団 
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～健康に気をつけて頑張って下さい～ 

~ 

1月30日と31日の 2 日間、県外で働く出稼ぎ者の職場環境を視察し、健康に気を付けて働かれ

るよう激励するため、成田市長と前田市議会議長が関東地方の事業所 2 カ所を訪問しました。今

回は、その様子を市職員の随行記録でご紹介します。 

  

1
月

3
0日

火
曜

日
 
【
安
西
建
設
に
て
】
 

最初の訪問先、埼玉県上尾市（宿舎）には

午後 6時頃到着しました。 

瀬尾洋平専務をはじめ、梅田の斉藤基さん

他 7名の皆さんが「よく来てくれた」と笑顔

で迎えてくれたので安心しました。 

故郷の話題で盛り上がり、話が和むにつれ、 

冬場地元に仕事がないことから出稼ぎに頼ら

なければならない状況が語られ、市長も企業

誘致等に尽力することを約東していました。 

安西建設には、何年も来ている方もおり、 

瀬尾専務からの「みんな真面目な人たちです」 

という言葉からも出稼ぎ者の皆さんは会社の

信頼を得ているようでした。 

笑顔で話をしていましたが、五所川原市に

帰る日を心待ちにしているように感じました。 
みなさん元気にしています 
市長と議長と記念写真 

 

  

東京都あきる野市は、新宿駅から約 1時間 

40分の所にありました。 

佐々木洋二郎社長はじめ毘沙門の佐藤博さ

ん他16名の皆さんが迎えてくれました。社長

が他県の方に配慮し、 4 人の方とお話しする

ことになりました。 

立俵武多や郷里の話で笑い声が絶えず、 

佐々木社長は 「こんな目玉があるんですか？」 

と立侵武多にずいぶん興味を持ち、私たちに

いろいろ聞いてきました。 

また、社長は秋田県の出身で、コミユニケ 

ーションがうまくいっているようでした。 

佐藤さんたちが社長と話する様子を見てい

ると、よき仲間という感じを受け私たちも安

心しました。 

1
月

3
1日

水
曜

日
 
【
佐
々
木
土
木
に
て
】
 

「毎日毎日、ごくろうさまです」 

 

◆訪問を終えて 

訪問先では、生活環境も良く、会社の方も良い人ばかりで、当市からの出稼ぎ者を信頼してくれ、皆

さんが明るく元気に働いておりました。しかし、郷里に残してきた家族を思う心、故郷を懐かしむ心も

お話しの中で感じられました。 

出稼ぎ者数は年々減少していますが、当市は他の市町村に比べ、まだ出稼ぎ者の比率が高いのが現状

です。出稼ぎを解消するためには、市民のための就労機会の確保、そしてそれを支える産業づくりが大

きな課題となっております。 

市としては、今後とも企業誘致に積極的に取り組むとともに地場産業、地場企業の育成になお一層努

め市内の雇用の拡大を図ります。 
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3 平成13年 2 月15日 五所川原市役所 

冬
の
新
し
い
観
光
名
所
へ
 

立
侵
武
多
製
作
所
に
相
次
い
で
訪
問
 

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
で
活
躍
し
て
き
た
 

斎
藤
英
子
さ
ん
 

市
長
を
表
敬
訪
問
 

立
侵
武
多の
説
明
を
聞
く
志
村
さ
ん
ご夫
婦
 

紙
張
り
は
大
変
ム
ヅ
カ
シ
イ
デ
ス
 

二
月
一
百
か
ら
十
八
日
ま
で
毎
日
、
 

青
森
空
港
か
ら
津
軽
の
新
し
い
観
光
地

を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て
い
て
、
 

竜
飛
や
ス
ト
ー
ブ
列
車
、
立
侯
武
多
の

製
作
所
に
県
外
か
ら
の
観
光
客
が
訪
れ

冬
の
津
軽
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
津
軽
路
冬
季
シ
ヤ
ト
ル
バ

ス
運
営
協
議
会

（
会長
・
成
田
市
長
）
 

が
主
催
し
た
も
の
で
、
西
北
五
・
津
軽

半
島
の
冬
季
観
光
客
の
誘
致
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

八
日
に
バ
ス
に
乗
っ
て
訪
れ
た
、
東

京
か
ら
参
加
し
た
と
い
う
志
村
政
美
・

幸
子
さ
ん
ご
夫
婦
は
、「下
北
は
何
回
か

訪
れ
ま
し
た
が
津
軽
は
初
め
て
で
す
。
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
も
い
い
け
ど
、
こ
の
立

侯
武
多
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
大
き
な
も
の
が
動
く
ん
で
す
か
」
 

と
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
日
に
は
ハ
ワ
イ
か
ら
日
系

二
、
三
世
の
十
四
人
が
五
所
川
原
に
訪

れ
、
初
め
て
見
る
雪
を
珍
し
が
っ
た
り
、
 

グ
レ
ー
ト
タ
チ
ネ
プ
タ
と
訳
さ
れ
た
立

侵
武
多
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
立
侯
武
多
の
紙
張
り
や
凧

絵
の
色
塗
り
な
ど
の
体
験
を
行
い
津
軽

の
祭
り
一
端
を
垣
間
見
て
い
ま
し
た
。
 
 

紙
張
り
が
う
ま
く
ゆ
く
た
び
に
、
仲
間

か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
り
し
て
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
二
世
の
コ
バ
ヤ

シ
タ
イ
ジ
・
ョ
シ
エ
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
 

「と
に
か
く
大
き
い
。
感
動
の
連
続
で

す
。
ま
た
タ
食
会
で
の
ラ
イ
ス
は
大
変

お
い
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
奥
津
軽
二
〇
〇
〇
実
行
委

員
の
角
田
周
さ
ん
が
、
地
吹
雪
ッ
ア

ー
 

の
参
加
者
を
同
行
し
実
現
し
た
も
の
で
 

「奥
津
軽
二
O
O〇
の
イ
ベ
ン
ト
が
も

た
ら
し
た
効
果
で
し
ょ
う
」
と
角
田
さ

ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ド
平
井
町
出
身
で
、
学
生
時
代
か
ら

ざ
フ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
に
は
興
味
が
あ
っ

た
斎
藤
さ
ん
は
、
男
女
差
別
が
激
し
い

ネ
パ
ー
ル
で
村
落
開
発
、
特
に
女
性
の

地
位
向
上
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
 

「水
道
も
引
い
て
い
な
い
不

慣
れ
な
土
地
で
、
ネ
パ
ー
ル
語

を
話
し
な
が
ら
の
地
域
開
発
は

大
変
困
難
で
し
た
が
、
現
地
の

女
性
に
お
金
を
貯
蓄
さ
せ
て
融

資
グ
ル
ー
プ
を
作
る
な
ど
成
功

し
た
例
も
あ
り
充
実
し
た
二
年

間
で
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
牛

き
生
き
と
語
っ
て
く
れ
た
督
藤

さ
ん
。
 

成
田
市
長
か
ら
 
「こ
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
体
験
を
生
か
し

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
 

「現
地
で
働
く
こ
と
が
重
要
な

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
今
後
は
、
 

こ
の
経
験
を
生
か
し
た
国
際
協

力
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
」
 

と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
 

国
際
協
力
事
業
団
（
J
I
c
A）
の

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

で
二
年
間
、
村
落
の
生
活
向
上
を
指
導

し
て
き
た
斎
藤
英
子
さ
ん

（
一F
七
）
 

が
無
事
任
務
を
終
え
、
 一
月
十
九
日
、
 

成
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

塗りは慎重に。初めて凧絵を見てビューティフル 



作
成
中
も
隣
が
気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
 

】
 

ー
 

ー
子
ど

も
に
夢
を
与
え
創
造
力
を

養
う
 

  

ト
コ
飢
 .
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一
月
二
十
一
日
、
県
大
会
の
予

選
を
兼
ね
た
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
五
所
川
原
市
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ

（福
士
寛
美
会
長
）
主
催

で
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
そ
う

に
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
子
ど
も
に
夢
を
与
え

な
が
ら
、
創
造
力
を
養
っ
て
も
ら

う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ク

ラ
ブ
員
自
ら
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

で
傾
斜
の
つ
い
た
山
の
上
に
ど
の

く
ら
い
多
く
の
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
載

せ
ら
れ
る
か
競
う
も
の
で
す
。
 

キ
ッ
ト
は
同
じ
で
も
、
各
自
の
創
造

性
で
勢
い
の
あ
る
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

り
、
ギ
ヤ
を
変
え
ス
ピ
ー
ド
を
早
く
し

た
り
遅
く
し
た
り
と
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
 

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
あ
り
、
ピ

ン
ポ
ン
玉
が
動
く
た
び
、
選
手
や
会
場

に
駆
け
付
け
た
父
母
ら
か
ら
盛
ん
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
で
の
上
位
十
二
人
が
青
森

市
で
行
わ
れ
た
、
二
月
四
日
の
青
森
県

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
県
内
の
各
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

会
員
と
執
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

県
大
会
出
場
が
、
初
め
て
に
も
か
か

わ
ら
ず
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

バ
ト
ル
部
門
で
は
、
同
ク
ラ

ブ
か
ら
出
場
し
た
六
チ

ー
ム

の
う
ち
、
長
尾
明
憲
君

（
五

一
中
二
年
）
、
 中
嶋
亮
介
君
 

（
五小
三
年
）
の
チ
ー
ム
が
ベ

ス
ト
8
ま
で
進
む
な
ど
ロ
ボ

ツ
ト
作
り
に
取
り
組
ん
で
か

ら
ま
だ
ニ
カ
月
に
も
か
か
わ

ら
ず
善
戦
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
成
績
に
よ
っ

て
両
名
は
敢
闘
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
 

⑥
三
好
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o

善
照
寺
・
藤
玉
章
園
住
職
（
藻
川
字

村
崎
七
二
九
ー
一
）
H
二
万
七
千
九

百
三
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
幸
の
家

（
梅
田字

福
浦
四
七
五
ー
一
七
）
H
一
一
千
八百

五
十
五
円
（
バ
ザ
ー
収
益
金
の
一
部

と
し
て
）
。
 

い
布
施
病
院
デ
イ
ケ
ア
ー
同
n
四
万
円
、
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
藻
川
小
学
校
（
襖
庭
義
次
校
長
）
学

童
代
表
六
名
H
慰
問
（
入
所
者
の
中

椅
子
及
び
部
屋
の
清
掃
）
。
 

o

天
理
教
東
松
島
分
教
会
青
空
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

（
小
野
道
幸代
表
）
以
下
八

名
H
慰
間
（
非
常
ロ
な
ど
の
除
雪
作

業
）
。
 

o

成
田
木
工
所
（
成
田
修
二
代
表
）
H
 

寄
贈
（
く
る
み
園
の
費
銭
箱
一
箱
）
。
 

o

さ
く
ら
保
育
園

（
大
沢公
至
代
表
）
 

【
慰
問

（
園
児
によ
る
歌
・
踊
り
）
 

寄
贈
（
ケ
ー
キ
六
十
個
）0
 

o

津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
代
表
）
 

【
慰
問
（
園
児
に
よ
る
歌
・
踊
り
）
 

寄
贈

（
袋詰
菓
子
六
十
袋
）
。
 

o

五
所
川
原
保
育
園
（
小
笠
原
亮
一
代
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

表
）
H
慰
問
（
園
児
に
よ
る
歌
・
踊

り
）
寄
贈
（
み
か
ん
二
箱
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

o

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
 

ー

（
成
田
光昭
代
表
取
締
役
）
H
寄

贈
（
市
公
用
車
一
台
二
 

⑥
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

o

ェ
ル
ム
専
門
店
テ
ナ
ン
ト
会
（
加
賀

谷
忠
采
会
長
）
H
十
一
万
八
千
百
ヒ

十
六
円

（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
収
益
金
と
し
て
て
 

「初
め
て
の
試
み
と
し

て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

協
力
の
賜
物
で
す
」
と
話
す
加
賀

谷
会
長

（
右
か
ら
2
人
目
）
 



1 	ト 小売業者 

ー般廃棄物
収集業者 

3
ト 

消
費
者
（
排
出
者）
 

与 
指
定
引
取
場
所
 

弓は取りルート（五所川原市の場合） 

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
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～第1回～ 家電リサイクル法ってなに？ 

平成13年 4 月 1 日から『家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）』の施行により、エアコン・

テレビ・冷蔵庫・洗濯機のリサイクルが義務づけられ、市の粗大ごみとして扱われなくなります。 

◆消費者の役割 

消費者が家電リサイクル法対象品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）を廃棄する場合は、その製品を

買った小売店等か、新しい製品を買った小売店等に引き取ってもらいます。また、引き取りの際は消費者から

小売店等に『リサイクル料金』と『収集運搬料金」を支払うことになります。 

◇消費者が支払う料金（ー部メーカーにより料金が違います。） 

品 目 名 リサイクル料金① 収集運搬料金② 支れ、料金 
工 ア コ ン 3,500円 

各小売業者別 
①と②の 

合計金額 

テ レ ビ 2,700円 

冷 蔵 庫 4,600円 

洗 濯 機 2,400円 

◆消費者の引き取りルート 

1 ．小売業者に引き取ってもらうルート 

①処分する製品を過去に購入した小売店 

②同種の製品を購入する小売店（買い換えの場合） 

リサイクル料金＋収集運搬料金＝支払料金 

2 ．一般廃棄物収集業者に引き取ってもらうルート 

①引越し等により不要になった製品を小売店を 

通さずに収集運搬を依頼する場合 

リサイクル料金＋収集運搬料金＝支払料金 

3 ．指定取引場所へ直接持って行くルート 

（詳しくは環境対策課までご連絡下さい） 

リサイクル料金のみ 

※大半は買い替え時等に小売業者に弓は取ってもらう

ルートになります。 

◆対象品目 
家庭用として製造・販売され、家庭で使用されている機械器具であれば対象となります。ただし、業務用と

して製造・販売されているものを家庭で使用していた場合は、家庭で使用していても、この法律の対象にはな

りません。 

エ 	ア 	コ 	ン エアコン機器として独立しているもの。 出力・大きさによる区別はありません。 

ブラウン管式テレビ ブラウン管の形状（横型）による区別はありません。 

電 気 冷 蔵 庫 容量などによる区別はありません。 

電 気 洗 濯 機 全自動・二槽式いずれも対象です。容量などによる区別はありません。 

◆最後に・・・ 
近年、ごみのリサイクルが盛んになり家電リサイクル法だけに留まらず、容器包装リサイクル法などにより

様々なものが『ごみ」から新たな『資源」へと生まれ変わっています。しかし、まだ大半のものが「ごみ」と

して処分されています。ごみが多くなった理由のーつとして使い捨ての商品や壊れたものをすぐ捨てるといっ

たようなライフスタイルの変化が挙げられます。 

多くでるごみを減らすためにはどうしたらいいのか、そこで提案したいのが、修理して使えるものは修理す

る、無駄なものは買わないなど、暮らしの中でちょっとした工夫をしてみてはいかがでしょうか。 

地球はとてもデリケートです。地球にやさしい五所川原市民になりませんか？ 

ご意見・お問い合わせは 環境対策課 内線231・233 

5 	平成13年 2 月15 Fl 	五所川原市役所 公35- 2111 

『リサイクル料金』は、主なメー力ー 

から公表された全国統一の金額です。大

きさや重さに関係なく一台の料金です。 

『収集運搬料金』は、小売店や指定業

者が独自に決めることができます。 



今
春
学
校
を
卒
業
の
皆
さ
ん
 

地
元
就
職
者
激
励
大
会
 

ね
ぷ
た
唯
子
講
習
会
の
お
知
ら
せ

五
所
川
原
ね
ぷ
た
唯
子
保
存
会
 
内
線3
91
 

歯
を
大
切
に
し
た
い
あ
な
た
5
 

わ
っ
歯
歯
コ
ー
ナ
ー
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 

内
線
2
3
4
・2
3
6
 

2
月
か
諭
 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
 

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
 

五
所
川
原
税
務
署
 
公
（3
4)
31
3
6
 

平
成
1
2年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
2
月
1
6日
国
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
 

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
で
き
る

だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て
下
さ
い
。ま

た
、
出
来
上
が
っ
た
申
告
書
は
郵
送
で

も
提
出
で
き
ま
す
。
 

出
足
良
い
ス
タ
ー
ト
で
、
申
告

・
納

税
ス
ッ
キ
リ
完
了
ー
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

公
（
3
5)
2
5
7
0
 
成
田
 

新
た
に
社
会
人
と
し
て
出
発
す
る
生

徒
の
方
々
を
激
励
し
、
地
域
商
工
業
の

発
展
に
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
、
希
望

と
生
き
が
い
を
鼓
舞
する
も
の
で
す
。
 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●
3
月
5
日
の
 
1
4時

、
1
6時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
内
容
 
実
社
会
で
役
立
つ
講
演
・
グ

ル
メ
食
べ
放
題
・
お
楽
し
み
ラ
ッ
キ
 

ー
抽
選
会
他
 

※
申
し
込
み
・
間
い
合
わせ
は
、
五
所

川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
ま
で
。
 

古
文
書
解
読
講
習
会
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5
 

●

3
月
1
1日
回
 
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 

◇
講
師
 

●

北
奥
文
化
研
究
会
事
務
局
長

小
 
山
 
英
 
治
 氏
 

●

北
奥
文
化
研
究
会
副
会
長
 

岩
 
崎
 
繁
 
芳
 
氏
 

◇
定
員
 
3
0名
 

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
灘
子
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
 

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

●

3
、
5
月
第
1
日
曜
日
 

1
9時

、
2
0時
 
立
侵
武
多
製
作
所
 

◇
対
象
 
小
学生
、
一
般
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
5
2
月
 

中
央
公
民
館
公

（3
5)6
0
5
6
 

猫
の
事
務
所
で
働
く
か
ま
猫
は
、
3
 

匹
の
先
輩
猫
に冷
た
く
さ
れ
悲
し
い
思

い
を
し
て
い
た
。友
達
の
山
猫
が
先
輩

た
ち
を
怒
鳴
っ
た
時
、
か
ま
猫
は
、
獅

子
に
変
身
し

・
・宮
沢
賢
治
原
作
の
ア
ニ

メ
映
画
「
猫
の
事
務
所
」
を
上
映
し
ま

す
。
ま
た
、恒
例
の
、「日
本
昔
ば
な
し
」
 

も
上
映
し
ま
す
の
で
、併
せ
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

●

2
月
2
4日
田
 
1
0時
、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
2
階
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
「
猫
の
事
務
所
」
、
ま
ん
が
 

「日
本
昔
ば
な
し
」
よ
り
「小
太
郎
と

母
龍
」
、「オ
オ
カ
、IIと
娘
」
、「タ
ヌ

キ
と
彦
市
」
、「ね
ず
み
の
嫁
」
、「八

つ
化
け
頭
巾
」
、「ク
ラ
ゲ
の
骨
な
し
」
 

◇
会
費
 
無
料
 

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
H一

あ
な
た
の
固
定
資
産
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
 

税
務
課
 
内
線
4
2
2
・
4
2
3
 

市
で
は
、
平
成
1
3年
度
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
次
の
日
程
に
よ
り
縦
覧
に
供

し
ま
す
。
縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課

税

（
固
定資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
の

基
礎
と
な
る
価
格
等
を
納
税
通
知
書
を

お
送
り
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
所
有

者
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間

を
設
け
、
課
税
台
帳
を
無
料
で
ご
覧
い

た
だ
く
制
度
で
す
い
 

昨
年
中
に
土
地
・
家屋
を
所
有
移
転

さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取

り
壊
し
さ
れ
た
方
は
、
土
地
と
家
屋
の

評
価
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
必
ず
縦
覧

し
ま
し
ょ
う
。
縦
覧
期
間
以
外
で
も
）」
 

覧
に
な
れ
ま
す
が
有
料
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
1
3年
度
は
宅
地
等
の
価

格
の
修
正
を
行
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
資
産
の
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ご
覧
に
な
っ
た
事
項
及
び
価
格
な
ど

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
の

初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

た
日
後
3
0日
ま
で
の
間
に
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
路
線
価
等
の
公
開
も
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 
 

司
し
く
は
、
税
務
課
（
市
役
所3
階
）
 
6
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
縦
覧
期
間
 

3
月
1
日
困
、
3
月
2
1日
困
 

8
時
3
0分

、
1
7時
 

※
土
・
日
・
祝日
は
除
き
ま
す
。
 

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
大
歓

迎
ー
妊
婦
さ
ん
に
は
、
特
設
コ
ー
ナ

ー
 

が
あ
り
ま
す
。
 

●

3
月
4
日
卿
 
1
1時
、
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
 
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
 

タ
1
2
階
 
ェ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 

①
歯
の
診
察
 

②
歯
の
染
め
出
し
体
験
 

③
歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
の
 

正
し
い
使
い
方
 

④
歯
の
悩
み
相
談
 

⑤
虫
歯
に
な
り
や
す
い
体
質
か
が
わ
か
 

る
テ
ス
ト

（1
1時

、
1
3時
ま
で
、
限
 

定
3
0名
、
3
0歳
以
上
の
方
）
 

◇
持
参
す
る
物
健
康
手
帳
（お
持
ち
の
 

方
）
、
 妊
婦
さ
ん
は
母
子
健
康
手
帳
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

※
当
目
利
用
い
た
だ
い
た
先
着
伽
名
の
 

方
に
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
 

し
ま
す
。
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 2 月15日 
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交
通
災
害
共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
よ
う
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
0
6
 

《事故にあった時支払われる金額》 

等級 災 	害 	の 	程 	度 見舞金額 
10等級 実治療日数10日未満（ 1日でも） 15,000円 
9等級 実治療日数10日以上、30日未満 25,000円 
8等級 実治療日数ミ IO日以上、60日未満 35,000円 
7等級 実治療日数E io日以上、90日未満 45,000円 

6等級 実治療日数 
90日以上、 
180日未満 

入院90日未満又は入院なきもの 60,000円 

5等級 入院90日以上を含むもの 80,000円 

4 等級 宝治療日激 入院90日未満又は入院なきもの 110,000円 
3等級 180日以上 

で 
入院90日以上180日未満を含むもの 130,000円 

2等級 入院180日以上を含むもの 150,000円 
1等級 死亡した場1 へコ

  
1,000,000円 

五所川原消防署管内 
1月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成12年度統一標語 

火をつけた あなたの責任最後まで 

区 分 
火 	災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成13年 5 5 140 140 1 

平成12年 「 	3 3 110 110 3 3 

比 	較 2 り
】
一
 

 

30 30 -2 -2 

問合せ五所川原地区消防事務豪胎鎖肪本部廿35-2O1 9 （内線 23) 

火災・救急出動概況 

こ
の
共
済
制
度
は
、
交
通
事
故
は
も

ち
ろ
ん
自
転
車
に
よ
る
自
損
事
故
で
も

お
支
払
い
す
る
見
舞
金
制
度
で
す
。
 

◆
会
費
 
1
人
年
間
3
5
0
円
 

◇
期
間
 
平
成
1
3年
4
月
1
日
か
ら
平

成
1
4年
3
月
3
1日
ま
で
の
1
年
間

◆
加
入
申
込
 
環
境
対
策
課
及
び
各
支

所
窓
口
ま
た
町
内
会

・
婦
人
会
等
で

団
体
加
入

（加
入
者
2
0人
以
上
）
の

受
付
も
し
て
お
り
ま
す
。
 

◆
加
入
受
付
 
2
月
1
5日
よ
り
予
約
加

入
受
付
開
始
し
ま
す
。
 

1
日
1
円
で
家
族
に
安
心
を
 

◆
内
容
等
 

L

弔
慰
金
、見
舞
金
の
支
払
わ
れ
る
場
合

①
日
本
全
国
ど
こ
で
起
こ
っ
た
事
故

で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
②
弔
慰
金
ま

た
は
見
舞
金
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
災

害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
死
亡
ま

た
は
傷
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
い
た

し
ま
す
。
③
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
、
介
護
人
の
付
い
て
い
な
い
車
イ
ス

な
ど
の
道
路
交
通
に
よ
る
人
身
事
故
。
 

④
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
 

ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
。
⑤
自
転
車
で

走
行
中
に
転
倒
し
た
り
、
追
突
さ
れ
て

ケ
ガ
を
し
た
と
き
。
⑥
自
転
車
の
荷
台

に
子
供
を
乗
せ
て
走
行
中
、
子
供
が
ス

ポ
ー
ク
等
に
足
を
は
さ
ん
で
ケ
ガ
を
し

た
と
き
。
⑦
自
転
車
を
運
転
中
、
誤
っ

て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
ぶ
つ
か
り
、
ケ

ガ
を
し
た
と
き
。
 

乙

弔
慰
金
、見
舞
金
を
支
払
い
で
き
な

い
場
合
 

①
故
意
ま
た
は
手
大
な
過
失
に
よ
っ
て
、
 

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
生
ぜ
し
め
た

加
入
者
、
ま
た
は
共
済
見
舞
金
等
を
受

け
る
べ
き
者
。
②
無
免
許
運
転
及
び
酒

気
帯
び
運
転
を
し
、
ま
た
は
そ
の
事
情

を
知
り
な
が
ら
同
乗
し
て
交
通
事
故
に

よ
る
災
害
を
受
け
た
者
。
③
地
震
、
洪

水
、
暴
風
、
そ
の
他
の
災
害
に
よ
っ
て
 
 

生
じ
た
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け

た
者
に
は
、
当
該
見
舞
金
等
を
支
給
い

た
し
ま
せ
ん
。
④
電
車
、
汽
車
、
航
空

機
、
船
舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

3

請
求
期
間
 

見
舞
金
の
請
求
期
間
は
傷
害
を
受
け

た
と
き
か
ら
1
年
以
内
に
限
り
ま
す
。
 

4
特
別
見
舞
金
 

交
通
事
故
が
も
と
で
2
年
以
内
に
自

動
車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
別
表
第
 

1
級
の
障
害
に
な
っ
た
場
合
は
前
記
見

舞
金
の
ほ
か
3
0万
円
を
加
給
す
る
。
 

5

見
舞
金
等
を
請
求
す
る
と
き
手
続
き

①
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の

交
通
事
故
証
明
書
 
②
医
師
の
診
断
書

ま
た
は
整
骨
院
の
証
明
書
（
組
合で
用
意

し
た
所
定
の
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
）
 

③
会
員
証
 
④
死
亡
し
た
と
き
は
死
体

検
案
書
又
は
死
亡
診
断
書
 
⑤
印
鑑

☆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
必
ず
警
察
署

ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
相
手
方
の
い
な
い
自
転
車
等

の
自
損
事
故
で
も
必
ず
警
察
署
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
☆
予
約
加
入
さ
れ
た

方
で
、
3
月
3
1日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

す
る
場
合
は
、
会
員
の
資
格
が
無
く
な

り
ま
す
の
で
、
会
費
還
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
☆
見
舞
金
は
請
求
書

を
提
出
し
て
か
ら
、
青
森
銀
行

・
み
ち

の
く
銀
行
・
郵
便
局
を
通
じ
て
送
金
さ

れ
ま
す
。
 

図
書
館
に
は
本
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
も
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
本

が
い
い
。
確
か
に
そ
う
で
す
。
で
も
、
 

も
う
1
つ
、
古
い
本
も
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
い
つ
も
、
私
は
図
書
館
は
本

の
森
だ
と
思
う
の
で
す
。
新
し
い
若
い

木
も
、
年
老
い
た
風
格
の
あ
る
木
も
、
 

朽
ち
て
し
ま
っ
た
木
も
、
下
草
や
苔
や

虫
や
動
物
や
全
部
ひ
っ
く
る
め
た
森
。
 

コ
ン
ビ
ニ
で
も
本
屋
さ
ん
で
も
な
い
図

書
館
な
の
で
す
か
ら
。
 

と
こ
ろ
で
、
2
0
0
1
が
つ
く
書
名

の
本
を
捜
し
て
み
ま
し
た
。
3
冊
あ
り

ま
し
た
。
①
「
2
0
0
1
年
宇
宙
の
旅
」
 

②
「
2
0
0
1
年
展
望
」
③
「
2
0
0
 

1
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
 
です
。
①
は

か
の
有
名
な
s
F
映
画
の
原
作
で
す
。
 

②
は
工
業
技
術
の
未
来
展
望
の
本
。
③

は
日
本
の
作
家
の
小
説
で
し
た
。
作
者

は
畑
山
博
。
出
版
が
1
9
7
9
年
の
短

編
集
。
後
書
き
に
2
0
0
1
年
ま
で
後
 

2
0年
半
と
あ
り
ま
す
。
2
0年
前
に
2
0
 

0
1
年
は
ど
う
想
像
さ
れ
て
い
た
か
ち

ょ
っ
と
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
ド
さ
い
。
 

私
は
こ
の
作
者
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
り
あ
え

ず
文
学
事
典
で
見
て
み
た
ら
昭
和
1
0年

生
ま
れ
。
「
い
つ
か
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
」
 

で
芥
川
賞
を
取
っ
て
い
ま
す
。
今
も
）」
 
 活

躍
巾
な
の
か
ど
う
か
？
現
在
出
版
さ

れ
て
い
る
著
書
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
 

け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
。
お
や
、
後
半
の

著
名
は
宮
沢
賢
治
関
係
の
本
が
多
い
よ

う
で
す
。
当
館
に
も
1
冊
あ
り
ま
し
た
。
 

「教
師
宮
沢
賢
治
の
し
ご
と
」
カ
バ
ー
に

近
況
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
現
在
、
神

奈
川
県
の
半
島
の
山
腹
に
銀
河
鉄
道
始

発
駅
を
設
営
し
て
賢
治
の
本
を
読
み
続

け
る
、
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
本
の
出

版
は
1
9
9
2
年
で
し
た
。
お
元
気
で
 

2
0
0
1年
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
読
書
始
め
は
賢
治
の

本
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
、
 

「
2
0
0
1年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
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西北五地域の皆さんありがとうこざいました 

『奥津軽2 
昨年の大晦日から今年の元旦にかけ、多くの人々に感動をあたえた「奥津軽2000年祭」実行委員

会が2月2日の総会で解散いたしました。 

この企画を実行するにあたり、西北五地区の皆様方や団体の皆様に大変お世話になり、心より感

謝申し上げます。特に大晦日にもかかわらず参加されました、五所川原市子ども会育成団体連合会、 

五所川原第一高等学校、五所川原工業高等学校、五所川原農林高等学校の皆さんや松明製作、会場

設営、イベント参加者の皆様、本当にごくろうさまでした。 

奥津軽2000年祭は、多くの皆様のご理解とご協力で当初の目的である、近隣市町村の地域団体と

の連帯を深めることができ、21世紀のスタートにふさわしい第一足を印すことができました。これ

からはこのイベントでの成功を糧に活力ある奥津軽を目指し各地域で頑張ることを申し上げまして、 

「奥津軽2000年祭」実行委員会からのお礼といたします。本当にありがとうございました。 

―奥津軽2000年祭実行委員会― 

実行委員長 寺田 春一（五所川原市観光協会会長） 

実行委員 岩谷 勇幸（五所川原市観光協会常務） 

寺田 憲司（五所川原市観光協会理事） 

川嶋 大史（津軽半島元気向上委員会） 
（縄文浪漫会） 

福士 精一（石神もつけの会） 

長尾 重孝（金木町活性化団体連合会） 

北川 章男（なかさとものがたり研究会） 

角田 周（漸呈半島観光キャンペーン実行委員会） 

松
明
製
作
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
 

“
い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
べ
ん
き
ょ
う
し
ま
す
〉
 

と
願
い
込
め
松
明
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
 

福
長
北

角
 

士

尾

川
田
 

第7回 五所川原全国凧揚げ大会 
【凧揚げ大会前夜祭】 

II 本全国か‘"J 参加される凧の会の皆さんとの交流パーティー 

シよ。アトラクションとして、ねぷた灘子の他、珍しい全国の

凧のオークシコンなどが行なわれます。 

●3 月10日（土〕 18時 サンルート五所川原 

'＼参加料 1 人 4.000円（小学生以ド 2, 000円） 
参加申込 」I 務局にて随時受付しております、当日会場でも受付できます。 

【凧揚げ大会】 
●3 月11日日l 9時30分 岩木川河川公園 

、競技種目 

・Aクラス・・・」二供の部（中学生以下）自作凧大歓迎 

・B クラス・・・伝統凧の部（津軽凧以外） 

・C クラス・一・創作凧の部 
'Dクラス…津軽凧高校生・一般の部（大きさ西の内 8枚以下） 
・Eクラス…津軽凧高校生・一般の部（大きさ西の内 9枚以上） 

・F クラス・‘・団体の部 

◇審査方法 l採熱絵柄など）、安定度（揚げ方肢術）、マナー、うなり津軽凧のみ〉 

◇表 彰 各クラスごとに次のとおり表彰を行ないます。 

最優秀賞・・・1名 優秀賞・・・5名 努力賞・・・若干名 参加賞…参加者全員 

◇参加料 無料 ※どなたでも参加できます。 

◇参加申込 所定の申込用紙に記入して 2 月23日金までにお申 

込ください。当H会場でも受付できます。 

囲五所川原市観光協会  公(38) 1 5 1 5 L 
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お
ど
り
初
め
の
お
知
ら
せ
 

綾
扇
会

公
（3
5)
1
6
1
1
長
内
 

●

2
月
2
5日
囲
 
1
2時
3
0分

、
 

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
舞
踊
 
古
典
、
新
舞
踊
等
2
0数
曲
 

五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ

ー
盛
会

公
（
3
5)
3
3
7
1

長
尾
 

民
謡
教
室
で
は津
軽
民
謡
他
、
数
々
 

の
民
謡
を
手作
り
詩
譜
面
と
三
味線
弾
 

き
語
り
に
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
ま
 

た
、
一
人
ひと
り
に
声
の
発
声
法
も
教
 

え
て
お
り
ま
す
。
 

◇
練
習
日
 
火
曜
日
 

2
月
2
7日
、
3
月
1
3日

・
2
7日
 

1
0時

、
1
2時
 

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
指
導
者
 
長
尾
 
武
一
さ
ん
 

吃
音
（
ども
り
）
者の
集
い
 

全
国
言
友
会
連
絡

協
議

会
 

青
森

地
区

連
絡

員

公
0
1
7
(
m
)0
9
2
4
中
野
渡
 

吃
音
者
、
吃
音
児
を
お
持
ち
の
両
親
、
 

吃
音
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に

吃
音
者
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
と

情
報
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 
 

●

3
月
4
日
卿
 
1
3時
、
1
7時
 

青
森
市
文
化
会
館
 

◇
内
容
 
講
演
、
体
験
談
発
表
な
ど
 

※
詳
し
く
は
連
絡
員
ま
で
。
 

●

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 

1
k
k
o
l⑤
コ
l
b'
l
n
f

oを
e
b・n
e・jp
 

●

F
A
X
 O
l
7(m
)
8
09
2
 

（
県
障
害福
祉
課
気
付
）
 

N
O
Ol
あ
お
も
り
健
康
ウ
ォ

ー
ク

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
 

第
8
回

ス
プ

リ
ン
グ

ス
キ

ー
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

m
M
AN
〇
G
A
M

ー
 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

公
（3
4)
8
8
2
2（
山田
電
器
）
 

M
A
N
O
G
A
M
ー
ス
キ
ー
場

公
0
9
0
'
2
6
0
5
1
5
5
0
1
斉
藤
 

●

3
月
1
8日
卿
 

M
A
NO
G
A
M
I
ス
キ
ー
場
 

五
所
川
原
市
戸
沢字
玉
清
水
地
内

◇
種
目
 
歩
く
ス
キ

ー
・
ス
キ
ー
大
回

転
競
技
（
組
別
・
自
己
申
告
タ
イ
ム

レ
ー
ス
）
 
・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

（
組別

び
フ
レ
ル
・
ワ
ンメ
イ
ク
）
 ・
そり

こ
ト
ラ
イ
ア
ル
 

※
出
場
者
に
は
参
加
賞
、
T
バ

ー
リ
フ

ト
券
、
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ

り
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 

2
月
2
8日
困
ま
で
 
 

5
被
災
者
に
あ
な
た
の
 

温
か
い
心
を
お
願
い
し
ま
す
5
 

「
エ
ル
サ
ル
パ
ド
ル
地
震
救
援

金
」
「
イ
ン
ド
地
震
救
援
金
」
 

「三
宅
島

・
新
島
・
神
津
島
近
海

地
震
災
害
義
援
金
」
受
付
中
 

日
本
赤
十
字社
で
は
、
被
災
地
の
窮
 

状
に
鑑
み
救
援
金

（
義援
金
）
の
受
付
 

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
被
災
者
に
 

温
か
い
心
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◆
受
付
方
法
 

◇
直
接
お
持
ち
に
なる
場
合
 

①
市
福
祉
事
務
所
生活
福
祉
課
へ
 

②
目
本
赤
十
字
社
青
森
県
支部
へ
 

（
青
森
市
長
島一
丁
目
三
番
一
号
）
 

◇
銀
行
送
金
の
場
合
 

（
送
金
手
数
料は
無
料
と
な
り
ま
す
）
 

①
青
森
銀
行
 
新
町支
店
 

普
通
口
座
‘
1
6
0
00
番
 

②
み
ち
の
く
銀行
 
青
森
支
店
 

普
通
口
座
 
4
2
00
8
8
8
番
 

●

口
座
名
義
 
日
本
赤十
字
社
青
森
県

支
部
 
支
部
長
 
木
村
守
男
 

※
銀
行
送
金
と
さ
れ
る
場
合
は
、
ほ
か

の
義
援
金
と
区
別
す
る
た
め
必
ず
名

前
記
入
欄
冒
頭
に
「
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
地
震
救
援
金」
 
「イ
ン
ド
地
震
救

援
金
」
 
「「
毛
島

・
新
島

・
神
津
島

近
海
地
震
災
害
義
援
金
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
 

※
く
わ
し
く
は
 
福
祉
事
務
所
 
生
活

福
祉
課
 
内
線
5
3
2
ま
で
。
 

〔
五
所
川
原
俳
句
会

新
年
句
会
〕
 

初
春

の
海

は
ゆ

り
か
ご

ゆ
り
か
も

め
 
成
田
 

千
空

杭

の
影

は
た
ら

き
に

出

て
年

か

は
る
 
鳴

瀬
 
牛

角

借
老

の
こ
ん
も

り
と
浮

く
初
日

影
 
山
内
 

清

祐

火

に
仕
へ
水

に
仕
へ

て
年

明
る
 
成

田
 

市
子

雪

ま
み
れ

の
寝

台
特

急
 
「
日
本
海

」
 
斉

藤
今

日
子

ふ
ん

は
り
と
灯

り
山
家

の
年

初

か
な
 
松
宮
 

梗
子

ド

ラ
え
も

ん

の

シ
ー
ル

あ
ち
こ

ち
年
迎

ふ
 

櫛
引
 
麗
子
 

一
齢
を

加
へ

て
足
袋

の
白
さ

か
な
 

福
士
 
美

和
 

年
賀

状
ひ

ら
が
な
だ

け

の
お
お
き
な

字
 山

内
 
ヒ

ロ
 

変

は

る
も

の
変

は
ら
ざ

る
も

の
年

あ
ら
た
 三

上
悠
恵
子
 

年

明

く
る
古

き
陣

屋
に

数
寄

の
小
間
 
成
田
 

房
子

鐘

の
緒

が
し

じ
ま
を
緊

め
て
年
立

て
り
 敦

賀
 
晴
川
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
 
字
 
斎
 藤
 
清
 
泉
 

平
成
1
3
年2月1

5

日
 
五
所
川
原
市
役
所
 
公

3
5
-
 
2
1
1
1
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かんたん 

手作り 
おやつ⑩ 

五所川原市食生活改善推進員会  

あなたも 
作ってみませんか 

健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

沖飯詰集会所 2 月20日（刃 10 :30-12 :00 
前田野目公民館 2 月20日（火） 13 :00-14 :00 
コミュニテイセンタ一梅沢 2 月22日（木） 10 :30---12 :00 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 2 月22日困 10 :30-12 :00 
コミュニテイセンター七和 2 月26日明） 11 :30~ 13 :00 
福岡公民館 2 月26日（月） 13 :00-14 :30 
福山コミュニテイ消防センター 3 月 1 日困 13 :00-14 :30 
水野尾コミュニテイ消防センター 3 月 2 日囲 13 :00-14 :30 
若山公民館 3 月 5 日（月） 13 :00-14 :30 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成12年 

10月生まれ 

3 月 6 日 

(刈 

小児科診察、神経芽細胞 
腫検査セット配布、離乳 
食試食、育児情報交換等 

1 歳 6 カ

月児健診 

平成11年 

9 月生まれ 

3 月27日 

(llく） 

小児科‘歯科診察 
歯科保健指導 
発達相談等 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成 9 年 

11月生まれ 

3 月J5日 

(*) 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、尿検査、 
視聴覚検査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女性課までご
連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受け
ることができます。 

母と子の相談日 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

3月7日（加・3月21日困
※21日の午後は電話予約

となっています。 

10:00-12:00 
13:00---15:00 

各月齢での成長、発達、 
育児、遊び栄養（離乳
食等）相談 

献血のご案内 
期 日 時 	間 場 	 所 

2 月20日 
（刃 

9:30-11:00 津軽広域農業共済組合北五支所前 
12:30-15:30 東北電力株式会社五所川原営業所前 

3 月 2 日 
（金） 

10:00-11:30 しきしまコミュニテイセンター前 

13:30-15:30 白生会胃腸病院前 

I バナナクリ一ムケ一キ I 

、、 

、  、 
\ 、 

～ 、
、 

I 

材 

迅 

、ピ L

でピ／ 

、gL 

爪、「薄力粉 

后、「砂糖 

／ス「卵 

左こ「バナナ 

料（4個分） 
170g ＼ー．込、h」＋ープ 7 スス 

L雄彫ラパウダー 大さじ〒ノ…台わせ（小勺っ 

大さじ 2 
バタ一 	 40g 	冷ゃして刻む 

1 ケ＼ 卵を溶いて混ぜ 
L牛乳 	大さじ 1 ／ 	ておく 

1 本＼ 斜め薄切りして 
レモン汁 	少々／ 汁をかけておく 

「生クリ一ム 	50m2 
~ョ一クルト 	130g 
~砂糖 	大さじ 1 
1 チョコレートシ口ッブ 適量 

①④に⑧を加え、パサパサになるまで指先で混ぜ込むc 

②分量外の薄力粉をふったまな板に生地を置き、1cm0 

③生クリ一ムに砂糖を加え、5 

④ケ一キとバナナ、クリ一ムを重ねてデコレ 

作り方 

更に⑥を木べらでさっくりと混ぜ、生地をまとめる。 

厚さにのばし、8ケに型抜きし、フライパンで両面を焼くc 

分立てにし、ョ一グルトを江 

ぜる。 

ションし、ヲ 

ョコレ一トクリ一ムをかける。 

×I 

らライノくノでできる簡単ケーキですう ~一 

ひな祭りにお子さんと一緒に作って 

、みてはいかがですか。 

、 ~， 

	

ノ 	~ 
、ー”’「’ 	一 r'v 	ノ 	三轟敬子会長 

	 二“， 」ー ~ ~一 ‘ ， ． ~ ~ 

	 二並灯伯~ 医療当猫引 医 コスバ山、I 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

2 )i 1811 
d月佑生会 

佐藤内科小児科医院 

互所川原市りぐ

弥生町4-2 
35-4155 

2 月25日 永田小児科内科医院 
五所川原市大字
吹畑字藤巻113 34-5611 

※ 1．対応時~りK"山活で確認）午前 9時から午後 5時まで。 

2．その他 消防署（救急医院案内公34-4999) で紹介します。 
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